



























































群馬大学大学院医学系研究科脳神経内科学 池 田 佳 生
神経内科の臨床で扱う疾患には,頭痛疾患やめまい,
しびれといったcommon diseaseはもとより,高齢化社
会を迎えて患者数が急増しているアルツハイマー病を主
とする認知症や脳卒中など社会的要請度の高い疾患を担
当している.また,根本的治療法が未だ確立していない
神経内科領域の難治性疾患,つまりパーキンソン病,脊
髄小脳変性症,多系統萎縮症,筋萎縮性側索硬化症と
いった神経変性疾患や,重症筋無力症,多発性硬化症と
いった神経免疫疾患も担当し,これら神経難病の克服へ
向けた医療貢献は神経内科医の使命であると認識してい
る.
アルツハイマー病 (AD)のAβカスケード仮説に基づ
第61回北関東医学会総会抄録276
